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 令和７年９月11日会議概要  

                           

第１　日時　 

　　　令和７年９月11（木）午前９時15分から午前11時25分までの間 

 

第２　出席者　 

　　　在田委員長、池坊委員、森委員、森田委員、増田委員 

　　　警察本部長、総務部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、

警備部長、サイバー対策本部長、京都市警察部長、情報通信部長等 

      《書記　公安委員会補佐室長、公安委員会補佐室室長補佐》 

 

第３  議事の概要 

　１　委員報告 

　近畿管区内公安委員会連絡会議（９月５日） 

　委員から、「９月５日、神戸市内において第 150回近畿管区内公安委員会連絡会議が開

催され委員全員で出席した。「警察におけるサイバー戦略について」をテーマとして、京

都は「サイバー人材の確保と育成」について発表した。国家公安委員から、「京都は、サ

イバー対策本部長が公安委員会に出席しており、サイバー対策本部長から直接報告を受

け、また公安委員も直接指示ができ、本来あるべき姿で別格である。」という所感を頂い

た。」「サイバー犯罪については、予防が大切というのを実感した会議であった。企業・

民間に対し、警察から積極的に啓発したり、何かあった時に相談できる窓口を民間と連

携するなどして作っていくのも大切だと思った。」「各府県警察がバラバラで人材育成を

するより、国が連携してできるシステムが必要だと感じた。」旨、報告があった。 

 

　２　議題 

(1) 令和７年京都府警察職員殉職者慰霊祭について　　　 　　　　　 　　 

　警務部長から、本年11月12日、京都府警察学校において「令和７年京都府警察職員

 殉職者慰霊祭」を執り行う旨、報告があった。

　委員から「58柱という貴重な命が失われたということを思い起こして、御霊に捧げ

たいと思う。」旨、発言があった。 

 

(2) 第71回警察美術展の開催について　　　　　　　　　　　　  　　　　 

  警務部長から、令和８年１月14日から同月18日までの間は京都市美術館別館、同年

２月６日から同月９日までの間はバザールタウン綾部アスパ館において、第71回警察

 美術展を開催する旨、報告があった。

　委員から、「審査しているがいつも優劣つけがたく、素晴らしい作品ばかりである。

楽しみにしているのでよろしく願う。」旨、発言があった。 

 

(3) ナッジ理論に基づく学生防犯ボランティア募集チラシの作成について 

　生活安全部長から、学生防犯ボランティア「ロックモンキーズ」への参画意欲を高

めるため、大阪大学の「ナッジと公共政策」の研究に参加し、ナッジ理論（行動を自

然に誘導する）を活用して学生防犯ボランティア募集チラシを作成する旨、報告があ

 った。
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　大阪大学の研究メンバーに対して、ロックモンキーズの活動概要を説明するととも

に、現在のロックモンキーズのメンバーに対して実施したアンケート結果を提供し、

参画意欲を高めるデザインやメッセージを取り入れたチラシを作成するもので、令和

８年度のロックモンキーズの募集に際し、当該募集チラシと従来のチラシを用いて、

 ナッジ理論の効果について検証する予定である旨、説明があった。

　委員から、「色々詰め込んであるより、内容が分かりやすいように思う。」「ロックモ

ンキーズの役割がもう少し分かるとより良いと思う。」「申込みをＱＲコードで表示し

ているのは良いと思う。」旨、発言があった。 

 

(4) 監察案件（１件）　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　  

　首席監察官から、監察案件１件について報告があった。 

 

　３　追加報告 

令和７年度全国通信指令・無線通話技能競技会（予選）の結果について 　  

　地域部長から、本年９月10日、警察大学校で開催された令和７年度全国通信指令・無

線通話技能競技会（予選）の結果、グループで２位であり、本年10月９日の本選に進出

 することが決定したので、引き続き優勝目指して訓練をしていく旨、報告があった。

　委員から、「本選もよろしく願う。」旨、発言があった。 

 

　４　聴聞等 

　  　運転免許関係行政処分について　　　　　　　　  　　 　　　　    　  

　  　交通部聴聞官から、道路交通法の規定に基づく運転免許の行政処分に係る聴聞、意見

聴取の結果について説明があり、23件の行政処分を審議した。 

 

　５　個別決裁 

　行幸啓に伴う警察職員等の援助要求について　　　　　　　　 　　　　  

　警衛警護課警衛警護指導官から、警察法第60条第１項の規定に基づく援助要求につい

て説明があり、審議の上、大阪府公安委員会、三重県公安委員会、奈良県公安委員会及

 び警察庁に対し、警察職員の派遣を要求することを決定した。

 

  ６　個別報告 

(1) 全国本部長会議結果について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　警察本部長から、本年９月５日に開催された全国警察本部長会議（臨時）における

 指示等の概要について報告があった。

 

(2) 令和６年度京都府留置施設視察委員会の活動概要等について   　  　  

　留置管理課長から、令和６年度に24施設に対して実施した京都府留置施設視察委員

 会の活動概要等について報告があった。

 

(3) 当面の行事予定等について                                 　  　  

　公安委員会補佐室長から、次回の公安委員会定例会議及び出席予定行事等について

 報告があった。


